










5.要的 

AID 妊娠例の追跡調査により,以下の結論を得た。 

(1)使用精液による流産率は新鮮精子を用いた授精で 12.9%,凍結精子による授精では

15.2%,対象とした自然授精例で 17.0%であった。 

(2)凍結精子による AID 児の男:女の性比は 108:100 であり,平均生下時体重はおのおの

3,193g および 3,104g であった。 

(3)AID 児は幼児では,DQ および IQ は平均して高く,学令期では学業成績は極めて優秀であ

る。 

(4)AID 児の身長,体重および胸囲は幼児,小・中学生ともに対照に比べて,何らの遜色を認

めない。 

(5)学令にある AID 児の行動および性格は各項目にわたり,非常にバランスのとれた傾向を

示している｡ 

以上の結果により,人工授精により得られた妊娠･分娩・児の発育に何らかの障害があると

は想像され得ないと結論される。 


